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あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます
本年も自由民主党議員団は区民のみなさまの安全安心のために全力を尽くして参ります。

　

あ
け
ま
し
て

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
平
素
の
ご

支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
各
地
で
自
然
災
害
が
発
生
し
、
防

災
・
減
災
対
策
の
不
断
の
見
直
し
が
求
め
ら

れ
る
一
年
で
し
た
。
ま
た
、
経
済
に
お
い
て

は
賃
上
げ
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
物

価
高
騰
が
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、
区
民

生
活
や
事
業
者
経
営
に
多
大
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
自
由
民
主
党
議
員
団
は
区

民
生
活
の
安
定
の
実
現
に
向
け
て
、
次
に
掲

げ
る
様
々
な
対
策
を
推
進
・
実
現
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

区
民
生
活
の
支
援
に
向
け
て
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
「
か

つ
し
か
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
の
発
行
拡
大
に
よ
る
家
計
・

商
店
街
支
援
、
区
内
事
業
者
に
対
す
る
第
４

回
物
価
高
騰
緊
急
対
策
支
援
金
の
給
付
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
化
、
受

診
率
向
上
を
目
指
し
た
各
種
が
ん
検
診
の
完

全
無
料
化
な
ど
の
取
り
組
み
。

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
は
、

区
が
管
理
す
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
駅
周
辺

や
主
要
道
路
へ
の
設
置
、
民
泊
の
適
正
運
営

を
確
保
す
る
た
め
の
条
例
制
定
、
木
造
住
宅

密
集
地
域
等
へ
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
支

援
の
拡
充
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
「
総

合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
本
格
運
用
に
向

け
た
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
。

　

良
質
な
子
育
て
・
教
育
環
境
づ
く
り
に
向

け
て
は
、
区
立
小
中
学
校
に
お
け
る
修
学
旅

行
費
や
給
食
費
の
無
償
化
等
の
保
護
者
負

担
軽
減
、
私
立
幼
稚
園
等
へ
の
弁
当
食
材

料
費
の
補
助
、
生
後
５
か
月
か
ら
１
１
か

月
の
ご
家
庭
を
訪
問
す
る
「
か
つ
し
か
ハ
ッ

ピ
ー
お
届
け
隊
」
事
業
の
開
始
、
産
後
ケ

ア
事
業
の
利
用
枠
拡
充
、
理
数
分
野
コ
ー

ス
を
新
設
し
た
「
か
つ
し
か
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
充
実
な
ど
の
取
り
組
み
。

　

福
祉
・
健
康
・
共
生
社
会
に
向
け
て
は
、

高
齢
者
の
「
聞
こ
え
」
を
支
え
る
補
聴
器

購
入
費
助
成
の
拡
充
と
耳
の
健
康
診
査
の

実
施
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
重
症
心
身

障
害
者
の
短
期
入
所
施
設
の
区
内
開
設
、

認
知
症
施
策
推
進
計
画
の
策
定
や
理
解
促

進
に
向
け
た
条
例
制
定
の
推
進
な
ど
の
取

り
組
み
。

　

誰
も
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
に
ぎ
わ
い
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
は
、
小
菅
西
公

園
、
水
元
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
整

備
、
金
町
・
新
小
岩
・
立
石
駅
周
辺
再
開

発
の
推
進
、
新
金
線
の
旅
客
化
に
向
け
た

新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
整
備
構
想
の
取
り

ま
と
め
、
デ
マ
ン
ド
交
通
「
か
つ
ラ
イ
ド
」

の
実
証
運
行
な
ど
の
取
り
組
み
。

　

私
た
ち
自
由
民
主
党
議
員
団
は
、
山
積

す
る
課
題
に
強
い
信
念
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
本
年
も
、
区
民
の
皆
さ
ま

の
ご
要
望
を
的
確
に
区
政
に
反
映
す
る
た

め
、
区
民
第
一
の
姿
勢
で
、
議
員
団
一
丸

と
な
っ
て
施
策
の
実
現
に
向
け
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
い
一
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
民
党
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶

ホームページもチェック！ 葛飾区議会 自由民主党議員団 j imin-katsushika.com
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　自由民主党議員団は葛飾区基本構想の内容に沿って『令和８年度葛飾
区予算案の編成に関する要望書』を提出いたしました。誰もが安心して
暮らせる葛飾の実現のために多角的な視点から要望をさせていただきま
したので、全331件のうち一部抜粋して掲載いたします。地域要望26件、
団体要望 89 件を含む要望書全文はＨＰをご確認ください。

お気軽にご意見をお寄せください！

■発行 : 葛飾区議会自由民主党議員団 ■発行責任者 : 筒井 たかひさ 
■電話：03-3695-1111 ( 葛飾区立石 5-13-1） ■ 編集長 :大森 ゆきこ　

■編集委員 :伊藤 よしのり　

いつまでもいきいきと幸せに暮らせる、
安全・安心なまちづくり　（全 68件）
● 防災・危機管理体制の強化
● 防災拠点の強化　● 防犯対策の強化
● 医療環境の充実　● 健康づくりの推進
● 地域包括ケアシステムの構築
● 障害者施策の推進

子どもが元気に育ち、誰もが生涯にわたって
成長し活躍できるまちづくり　（全 63件）

● 子育て支援の充実
● 妊娠期から成人するまでの期間の切れ目の
　ない支援体制の構築
● 児童相談所の円滑な運営
● 学校教育の充実
● 地域教育の充実

人や自然にやさしく、誰もが快適に
暮らせる美しいまちづくり　（全 49件）
● ユニバーサルサービスの推進　● 多文化共生社会の推進
● 環境施策の推進　● 公園、水辺環境の整備
● 「かわまちづくり支援制度」を活用した地域の賑わいの創出
● 都市基盤の整備と鉄道政策の推進

葛飾らしい文化や産業が輝く、
笑顔とにぎわいあふれるまちづくり　

● 地域力の向上　● 自治町会支援体制の構築　
● 自治町会との協働による自治町会の魅力向上策の展開
● 業のさらなる振興　● 地方創生事業の積極的な展開
● 地域に残る伝統ある祭り、行事、文化等への積極支援

区民サービスの向上・執行体制の強化
● 区施設の計画的・予防的な修繕の促進
● 区民との協働を一層推し進める環境整備
● 行政におけるＤＸ（デジタル・トランス
　フォーメーション）の一層の推進

（全 26件）

要望書全文
はこちら▼

要望

１
要望

４

要望

５

要望

６
要望

７

要望

２

要望

３

地域要望

● 認知症対策の強化
● 私立保育園保育料補助の改善　

団体要望（全 89件）

（全 29件）

　（全 7件）

令和 8 年度 葛飾区予算案の要望書を提出

誰もが安心して暮らせる葛飾の実現のために

● 新金線の整備推進
● 金町駅南北自由通路の拡幅や駅舎建替え、また北口駅
　  前広場を含めた金町駅周辺のトータルプランの早期実現
● 新宿みらい公園での野外音楽フェスティバルの開催

● 亀有周辺の観光バスの誘致と停車場の確保
● 亀有駅北口ロータリー歩道部分への屋根の設置
● 青戸平和公園の再整備・リニューアル

● 密集市街地整備・不燃化
　 事業の推進
● 堀切菖蒲園駅から青砥駅
 　までの連続立体化事業の実現 ● 柴又の重要文化的景観を活用した

　 シティセールス
● 高砂周辺地域のサイクル＆バスライドの拡充

● 新小岩駅南駅前広場の拡大と多角的な整備の推進
● プロスポーツや大型イベントを開催できるアリーナ、
　 スタジアムの建設

● 立石、四つ木地区へのキャプテン翼銅像の
　 更なる展開、資料館「翼ミュージアム」の設置
● 東立石緑地公園、奥戸船着場の効果的活用

小菅
お花茶屋
堀切

奥戸
新小岩

柴又
高砂

金町
新宿亀有

青戸

水元

立石
四つ木

● 新規バス路線設置を含めた水元地域の
     交通網の整備及び水害対策の強化
● 水元さくら堤事業の早期実現

地域要望ピックアップ
Pickup
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◆
今
後
の
区
長
の
区
政
運
営

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

は
計
画
的
な
財
政
運
営
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
イ

ン
フ
レ
へ
の
移
行
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
、
ど
の
よ

う
な
観
点
で
財
政
運
営
を
図
っ
て
い
く
の
か
、
区

長
の
見
解
を
伺
う
。

問

◆
観
光
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
今
後
は
、
積
立
基
金
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
な
が
ら
、
公
的
資
金
を
活
用
で
き
る
事
業
を

中
心
に
特
別
区
債
を
効
果
的
・
効
率
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
財
政
負
担
の
平
準
化
や
世
代
間
の

負
担
の
公
平
性
を
図
り
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

　
水
元
公
園
内
へ
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
広
場
の
整

備
に
つ
い
て
、
現
在
の
検
討
状
況
と
令
和
10
年
度

の
開
設
に
至
る
ま
で
の
具
体
的
な
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
令
和
８
年
２
月
に
基
本
計
画
の
策
定
を
、
令

和
８
年
度
か
ら
９
年
度
に
か
け
て
基
本
設
計
・

実
施
設
計
を
行
う
。
令
和
９
年
度
か
ら
10
年
度

に
か
け
て
整
備
工
事
を
行
い
、
並
行
し
て
開
設

準
備
を
行
う
こ
と
で
令
和
10
年
度
中
の
供
用
開

始
を
目
指
す
。

答

※ 

他
の
質
問
項
目　

行
財
政
改
革　

な
ど

◆
戸
籍
住
民
課
窓
口

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
周
知
方

法
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
ま
た
手
数
料
に
つ
い
て
、

繁
忙
期
な
ど
期
間
を
限
定
し
て
見
直
し
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
区
の
見
解
を
伺
う
。

問　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
周
知
用
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
作
成

し
掲
示
を
行
う
ほ
か
、広
報
か
つ
し
か
や
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
積
極
的
に
周
知
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
手
数
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、区
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
期
間
限
定
的
な
見
直
し

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

答※ 

他
の
質
問
項
目　

待
ち
時
間
短
縮　

な
ど

◆
金
町
街
づ
く
り
と
都
市
計
画

   
道
路
補
助
第
���
号
線
整
備

　
金
町
駅
南
北
自
由
通
路
の
整
備
調
査
の
状
況

と
、
今
後
の
南
北
自
由
通
路
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
令
和
６
年
度
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
主
体
と
な

り
、
流
動
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
地
上
案
・
橋
上
案
に
つ
い
て
令

和
７
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
期
間
で
施

設
計
画
や
概
算
工
事
費
の
算
出
な
ど
に
係
る
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
９
年
度
以
降
の
事
業

化
を
目
指
し
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
を
進
め
て

い
く
。

答※ 

他
の
質
問
項
目　

理
科
大
学
通
り　

な
ど

※ 

他
の
質
問
項
目

　

 

水
元
レ
ン
タ
ル
ボ
ー
ト
事
業　

な
ど

一般質問
伊藤 よしのり
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区政に関わる案件をより能率的、専門的に審査する為
に、各議案は事務部門別に設置された４つの常任委員
会に付託し、議論しました。

常任委員会ダイジェスト

特別委員会メンバー

令和 7 年 12 月（第４回）定例会　本会議

着
実
な
区
政
課
題
の
解
決
と

持
続
可
能
な
区
政
運
営
を

◆
戸
籍
住
民
課
窓
口

　
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
地

域
公
共
交
通
計
画
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

と
位
置
付
け
て
い
る
の
か
伺
う
。

問◆
障
害
者
支
援
体
制

　
本
計
画
で
は
、
地
域
密
着
型
の
交
通
手
段
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
交
通
事
業
者
の
担
い

手
不
足
が
見
込
ま
れ
る
中
に
あ
っ
て
も
地
域
特

性
に
応
じ
た
小
さ
な
移
動
ニ
ー
ズ
に
持
続
的
に

対
応
で
き
る
交
通
モ
ー
ド
の
役
割
を
果
た
す
も

の
と
し
て
い
る
。

答　
今
年
度
か
ら
実
施
す
る
予
定
の
、
重
度
障
害
者

を
受
け
入
れ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
運
営
費
や
設

備
改
修
費
の
一
部
助
成
制
度
の
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

問　
本
区
で
は
今
年
度
か
ら
重
度
障
害
者
を
受
け

入
れ
る
施
設
を
対
象
に
一
部
助
成
を
行
う
取
り

組
み
を
開
始
す
る
た
め
、
制
度
の
詳
細
を
詰
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
東
京
都
と

も
連
携
・
協
力
し
て
障
害
者
の
福
祉
の
向
上
や

家
族
の
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

答 ※ 

他
の
質
問
項
目　

　

 

齢
者
の
外
出
機
会
の
確
保　

な
ど

※ 

他
の
質
問
項
目

　

 

障
害
者
に
対
す
る
レ
ス
パ
イ
ト
事
業　

な
ど

◆
旧
森
永
乳
業
工
場
跡
地
の
物
流
施
設

　
地
域
貢
献
棟
に
関
す
る
地
元
の
自
治
町
会
か
ら

の
要
望
案
に
対
し
、
で
き
る
限
り
実
現
で
き
る
よ

う
、
本
区
と
し
て
も
働
き
か
け
を
行
わ
れ
た
い
。

区
の
見
解
を
伺
う
。

問　
事
業
者
か
ら
で
き
る
限
り
地
域
要
望
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
検
討
を
行
っ
て
い
く

と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
積
極

的
に
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
施
設
が
操

業
後
も
地
域
の
一
員
と
し
て
交
流
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
本
区
と
し
て
も
働
き
か

け
て
い
く
。

答※ 

他
の
質
問
項
目

　

 

防
災
政
策
上
の
位
置
付
け　

な
ど

◆
ス
タ
ジ
ア
ム
構
想
の
実
現
に
向
け
た

　 

東
新
小
岩
運
動
場
敷
地
活
用

　
民
間
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
本
区
と
し
て
事
業
手
法
や
整
備
方
針
を
検
討

す
る
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

問　
来
年
度
に
は
、
本
区
が
目
指
す
べ
き
ス
タ
ジ

ア
ム
の
姿
の
検
討
に
入
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

庁
内
で
の
検
討
部
会
と
外
部
の
有
識
者
に
よ
る

会
議
体
を
設
置
し
、
想
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

も
議
論
し
な
が
ら
、
議
会
・

区
民
に
示
せ
る
よ
う
取
り

組
む
。

答

※ 

他
の
質
問
項
目

　

 

技
術
的
検
証　

な
ど

▲  

令
和
５
年
９
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

　

  

し
た
「
東
新
小
岩
運
動
場
」

一般質問
竹本 としあき

地
域
公
共
交
通
計
画
の
推
進

他
の
質
問

● 

今
後
の
区
長
の
区
政
運
営

● 

小
松
南
小
学
校
改
築

● 

区
民
ニ
ー
ズ

● 

地
域
特
性
を
的
確
に
把
握
し
区
政
へ
の

● 

確
実
な
反
映
を

他
の
質
問

● 

ス
タ
ジ
ア
ム
構
想
の
実
現
に
向
け
た

      

東
新
小
岩
運
動
場
敷
地
活
用

総務委員会

建設環境委員会 文教委員会

保健福祉委員会

　令和７年度一般会計補正予算、職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例や工事請負契約締結などの
議案審査のほか、物価高騰緊急対策支援金、特別区債
及び積立基金の活用の考え方、シティプロモーション
サイト、SHIBAMATA FU-TEN Bed And Local の運営方
法、総合庁舎における防犯カメラ設置、令和８年度区
民保養施設などの所管事項の庶務報告を受けました。
　わが会派は、区長提出の議案に賛同した上で、柴又
川甚まちなみ館改修工事の検査未了事態については速
やかに安全性を確認した上で、必要であれば早急に対
応策を検討し、早期に開館できるよう強く要望しました。

　葛飾区乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例、葛飾区住宅宿泊事業の適正な運営
の確保に関する条例の制定などの議案審査のほか、補
正予算、福祉施設等への物価高騰緊急対策費助成、産
後ケア事業の実施状況、子ども発達センター水元分室
の移転、自立支援センターの設置、子ども・若者計画
の実施状況などの所管の庶務報告を受けました。
　わが会派は、区長提出の議案は妥当であると賛同し
たうえで、民泊については周辺地域の生活環境の確保
に向けて、今後も慎重に検討していただき、併せて、
対応する業務量に見合う職員の確保についての検討を
要望しました。

　葛飾区公園条例の一部を改正する条例の議案審査のほ
か、（仮称）新小岩一丁目公園の整備、清掃事務所の省
エネルギーの実績、東立石自転車置場の廃止、金町駅北
口自転車駐車場の設備更新、立石エリアまちづくり協議
会、密集住宅市街地整備促進事業の進捗状況などの所管
の庶務報告を受けました。
　わが会派は、区長提案の議案は妥当である認め賛同し
た上で、（仮称）新小岩一丁目公園の整備にあたっては、
地域との話し合いをしっかり進め、この公園が地域の人
にとって造ってよかったと言われるよう、議論を深めて
もらうことを要望しました。

　葛飾区学校設置に関する条例の一部を改正する条例な
どの議案や請願の審議のほか、道上小学校、二上小学校
及び柴又地域統合小学校の改築、チャレンジクラス（不
登校対応校内分教室）の設置、（仮称）水元公園スケー
トボード広場整備基本計画（素案）などの所管の庶務報
告を受けました。
　わが会派は、区長提出の議案に賛同した上で、スケー
トボード広場の整備について、小菅西公園に続いて整備
が進められることを評価するとともに、様々なストリー
トスポーツができることで、水元公園がより一層魅力的
な公園となるよう検討を進めるよう要望しました。

　 秋家聡明　池田ひさよし　筒井たかひさ 　安西まさのぶ　竹本としあき
委員長

委員長 委員長
　梅沢とよかず　髙木信明 　伊藤よしのり　秋本とよえ　大森ゆきこ

秋本とよえ　竹本としあき

安西まさのぶ　池田ひさよし　大森ゆきこ

新庁舎整備・現庁舎跡地活用  特別委員会
伊藤よしのり　高木信明　筒井たかひさ

危機管理対策  特別委員会
秋本とよえ　竹本としあき

地域交通政策推進  特別委員会
安西まさのぶ　池田ひさよし　大森ゆきこ

本会議、新進行役に
大森ゆきこが就任しました。

本会議、議長に
梅沢とよかずが就任しました。

政策経営部、施設部、地域振興部、産業観光部などを担当 福祉部、健康部、子育て支援部、児童相談部などを担当

環境部及び都市整備部に関する事項を担当 教育委員会に関する事項を担当
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◆
今
後
の
区
長
の
区
政
運
営

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

は
計
画
的
な
財
政
運
営
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
イ

ン
フ
レ
へ
の
移
行
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
、
ど
の
よ

う
な
観
点
で
財
政
運
営
を
図
っ
て
い
く
の
か
、
区

長
の
見
解
を
伺
う
。

問

◆
観
光
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
今
後
は
、
積
立
基
金
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
な
が
ら
、
公
的
資
金
を
活
用
で
き
る
事
業
を

中
心
に
特
別
区
債
を
効
果
的
・
効
率
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
財
政
負
担
の
平
準
化
や
世
代
間
の

負
担
の
公
平
性
を
図
り
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

　
水
元
公
園
内
へ
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
広
場
の
整

備
に
つ
い
て
、
現
在
の
検
討
状
況
と
令
和
10
年
度

の
開
設
に
至
る
ま
で
の
具
体
的
な
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
令
和
８
年
２
月
に
基
本
計
画
の
策
定
を
、
令

和
８
年
度
か
ら
９
年
度
に
か
け
て
基
本
設
計
・

実
施
設
計
を
行
う
。
令
和
９
年
度
か
ら
10
年
度

に
か
け
て
整
備
工
事
を
行
い
、
並
行
し
て
開
設

準
備
を
行
う
こ
と
で
令
和
10
年
度
中
の
供
用
開

始
を
目
指
す
。

答

※ 

他
の
質
問
項
目　

行
財
政
改
革　

な
ど

◆
戸
籍
住
民
課
窓
口

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
周
知
方

法
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。
ま
た
手
数
料
に
つ
い
て
、

繁
忙
期
な
ど
期
間
を
限
定
し
て
見
直
し
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
区
の
見
解
を
伺
う
。

問　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
周
知
用
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
作
成

し
掲
示
を
行
う
ほ
か
、広
報
か
つ
し
か
や
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
積
極
的
に
周
知
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
手
数
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、区
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
期
間
限
定
的
な
見
直
し

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

答※ 

他
の
質
問
項
目　

待
ち
時
間
短
縮　

な
ど

◆
金
町
街
づ
く
り
と
都
市
計
画

   

道
路
補
助
第
���
号
線
整
備

　
金
町
駅
南
北
自
由
通
路
の
整
備
調
査
の
状
況

と
、
今
後
の
南
北
自
由
通
路
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
令
和
６
年
度
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
主
体
と
な

り
、
流
動
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
地
上
案
・
橋
上
案
に
つ
い
て
令

和
７
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
期
間
で
施

設
計
画
や
概
算
工
事
費
の
算
出
な
ど
に
係
る
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
９
年
度
以
降
の
事
業

化
を
目
指
し
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
を
進
め
て

い
く
。

答※ 

他
の
質
問
項
目　

理
科
大
学
通
り　

な
ど

※ 

他
の
質
問
項
目

　

 

水
元
レ
ン
タ
ル
ボ
ー
ト
事
業　

な
ど

一般質問
伊藤 よしのり
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区政に関わる案件をより能率的、専門的に審査する為
に、各議案は事務部門別に設置された４つの常任委員
会に付託し、議論しました。

常任委員会ダイジェスト

特別委員会メンバー

令和 7 年 12 月（第４回）定例会　本会議

着
実
な
区
政
課
題
の
解
決
と

持
続
可
能
な
区
政
運
営
を

◆
戸
籍
住
民
課
窓
口

　
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
地

域
公
共
交
通
計
画
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

と
位
置
付
け
て
い
る
の
か
伺
う
。

問◆
障
害
者
支
援
体
制

　
本
計
画
で
は
、
地
域
密
着
型
の
交
通
手
段
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
交
通
事
業
者
の
担
い

手
不
足
が
見
込
ま
れ
る
中
に
あ
っ
て
も
地
域
特

性
に
応
じ
た
小
さ
な
移
動
ニ
ー
ズ
に
持
続
的
に

対
応
で
き
る
交
通
モ
ー
ド
の
役
割
を
果
た
す
も

の
と
し
て
い
る
。

答　
今
年
度
か
ら
実
施
す
る
予
定
の
、
重
度
障
害
者

を
受
け
入
れ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
運
営
費
や
設

備
改
修
費
の
一
部
助
成
制
度
の
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

問　
本
区
で
は
今
年
度
か
ら
重
度
障
害
者
を
受
け

入
れ
る
施
設
を
対
象
に
一
部
助
成
を
行
う
取
り

組
み
を
開
始
す
る
た
め
、
制
度
の
詳
細
を
詰
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
東
京
都
と

も
連
携
・
協
力
し
て
障
害
者
の
福
祉
の
向
上
や

家
族
の
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

答 ※ 

他
の
質
問
項
目　

　

 

齢
者
の
外
出
機
会
の
確
保　

な
ど

※ 

他
の
質
問
項
目

　

 

障
害
者
に
対
す
る
レ
ス
パ
イ
ト
事
業　

な
ど

◆
旧
森
永
乳
業
工
場
跡
地
の
物
流
施
設

　
地
域
貢
献
棟
に
関
す
る
地
元
の
自
治
町
会
か
ら

の
要
望
案
に
対
し
、
で
き
る
限
り
実
現
で
き
る
よ

う
、
本
区
と
し
て
も
働
き
か
け
を
行
わ
れ
た
い
。

区
の
見
解
を
伺
う
。

問　
事
業
者
か
ら
で
き
る
限
り
地
域
要
望
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
検
討
を
行
っ
て
い
く

と
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
積
極

的
に
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
施
設
が
操

業
後
も
地
域
の
一
員
と
し
て
交
流
を
深
め
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
本
区
と
し
て
も
働
き
か

け
て
い
く
。

答※ 

他
の
質
問
項
目

　

 

防
災
政
策
上
の
位
置
付
け　

な
ど

◆
ス
タ
ジ
ア
ム
構
想
の
実
現
に
向
け
た

　 

東
新
小
岩
運
動
場
敷
地
活
用

　
民
間
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
本
区
と
し
て
事
業
手
法
や
整
備
方
針
を
検
討

す
る
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

問　
来
年
度
に
は
、
本
区
が
目
指
す
べ
き
ス
タ
ジ

ア
ム
の
姿
の
検
討
に
入
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

庁
内
で
の
検
討
部
会
と
外
部
の
有
識
者
に
よ
る

会
議
体
を
設
置
し
、
想
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

も
議
論
し
な
が
ら
、
議
会
・

区
民
に
示
せ
る
よ
う
取
り

組
む
。

答

※ 

他
の
質
問
項
目

　

 

技
術
的
検
証　

な
ど

▲  

令
和
５
年
９
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン

　

  

し
た
「
東
新
小
岩
運
動
場
」

一般質問
竹本 としあき

地
域
公
共
交
通
計
画
の
推
進

他
の
質
問

● 

今
後
の
区
長
の
区
政
運
営

● 

小
松
南
小
学
校
改
築

● 

区
民
ニ
ー
ズ

● 

地
域
特
性
を
的
確
に
把
握
し
区
政
へ
の

● 

確
実
な
反
映
を

他
の
質
問

● 

ス
タ
ジ
ア
ム
構
想
の
実
現
に
向
け
た

      

東
新
小
岩
運
動
場
敷
地
活
用

総務委員会

建設環境委員会 文教委員会

保健福祉委員会

　令和７年度一般会計補正予算、職員の給与に関する
条例の一部を改正する条例や工事請負契約締結などの
議案審査のほか、物価高騰緊急対策支援金、特別区債
及び積立基金の活用の考え方、シティプロモーション
サイト、SHIBAMATA FU-TEN Bed And Local の運営方
法、総合庁舎における防犯カメラ設置、令和８年度区
民保養施設などの所管事項の庶務報告を受けました。
　わが会派は、区長提出の議案に賛同した上で、柴又
川甚まちなみ館改修工事の検査未了事態については速
やかに安全性を確認した上で、必要であれば早急に対
応策を検討し、早期に開館できるよう強く要望しました。

　葛飾区乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例、葛飾区住宅宿泊事業の適正な運営
の確保に関する条例の制定などの議案審査のほか、補
正予算、福祉施設等への物価高騰緊急対策費助成、産
後ケア事業の実施状況、子ども発達センター水元分室
の移転、自立支援センターの設置、子ども・若者計画
の実施状況などの所管の庶務報告を受けました。
　わが会派は、区長提出の議案は妥当であると賛同し
たうえで、民泊については周辺地域の生活環境の確保
に向けて、今後も慎重に検討していただき、併せて、
対応する業務量に見合う職員の確保についての検討を
要望しました。

　葛飾区公園条例の一部を改正する条例の議案審査のほ
か、（仮称）新小岩一丁目公園の整備、清掃事務所の省
エネルギーの実績、東立石自転車置場の廃止、金町駅北
口自転車駐車場の設備更新、立石エリアまちづくり協議
会、密集住宅市街地整備促進事業の進捗状況などの所管
の庶務報告を受けました。
　わが会派は、区長提案の議案は妥当である認め賛同し
た上で、（仮称）新小岩一丁目公園の整備にあたっては、
地域との話し合いをしっかり進め、この公園が地域の人
にとって造ってよかったと言われるよう、議論を深めて
もらうことを要望しました。

　葛飾区学校設置に関する条例の一部を改正する条例な
どの議案や請願の審議のほか、道上小学校、二上小学校
及び柴又地域統合小学校の改築、チャレンジクラス（不
登校対応校内分教室）の設置、（仮称）水元公園スケー
トボード広場整備基本計画（素案）などの所管の庶務報
告を受けました。
　わが会派は、区長提出の議案に賛同した上で、スケー
トボード広場の整備について、小菅西公園に続いて整備
が進められることを評価するとともに、様々なストリー
トスポーツができることで、水元公園がより一層魅力的
な公園となるよう検討を進めるよう要望しました。

　 秋家聡明　池田ひさよし　筒井たかひさ 　安西まさのぶ　竹本としあき
委員長

委員長 委員長
　梅沢とよかず　髙木信明 　伊藤よしのり　秋本とよえ　大森ゆきこ

秋本とよえ　竹本としあき

安西まさのぶ　池田ひさよし　大森ゆきこ

新庁舎整備・現庁舎跡地活用  特別委員会
伊藤よしのり　高木信明　筒井たかひさ

危機管理対策  特別委員会
秋本とよえ　竹本としあき

地域交通政策推進  特別委員会
安西まさのぶ　池田ひさよし　大森ゆきこ

本会議、新進行役に
大森ゆきこが就任しました。

本会議、議長に
梅沢とよかずが就任しました。

政策経営部、施設部、地域振興部、産業観光部などを担当 福祉部、健康部、子育て支援部、児童相談部などを担当

環境部及び都市整備部に関する事項を担当 教育委員会に関する事項を担当
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あけましておめでとうございますあけましておめでとうございます
本年も自由民主党議員団は区民のみなさまの安全安心のために全力を尽くして参ります。

　

あ
け
ま
し
て

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
平
素
の
ご

支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

区
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
各
地
で
自
然
災
害
が
発
生
し
、
防

災
・
減
災
対
策
の
不
断
の
見
直
し
が
求
め
ら

れ
る
一
年
で
し
た
。
ま
た
、
経
済
に
お
い
て

は
賃
上
げ
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
物

価
高
騰
が
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、
区
民

生
活
や
事
業
者
経
営
に
多
大
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
自
由
民
主
党
議
員
団
は
区

民
生
活
の
安
定
の
実
現
に
向
け
て
、
次
に
掲

げ
る
様
々
な
対
策
を
推
進
・
実
現
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

区
民
生
活
の
支
援
に
向
け
て
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
「
か

つ
し
か
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
の
発
行
拡
大
に
よ
る
家
計
・

商
店
街
支
援
、
区
内
事
業
者
に
対
す
る
第
４

回
物
価
高
騰
緊
急
対
策
支
援
金
の
給
付
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
化
、
受

診
率
向
上
を
目
指
し
た
各
種
が
ん
検
診
の
完

全
無
料
化
な
ど
の
取
り
組
み
。

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
は
、

区
が
管
理
す
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
駅
周
辺

や
主
要
道
路
へ
の
設
置
、
民
泊
の
適
正
運
営

を
確
保
す
る
た
め
の
条
例
制
定
、
木
造
住
宅

密
集
地
域
等
へ
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
支

援
の
拡
充
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
「
総

合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
本
格
運
用
に
向

け
た
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
。

　

良
質
な
子
育
て
・
教
育
環
境
づ
く
り
に
向

け
て
は
、
区
立
小
中
学
校
に
お
け
る
修
学
旅

行
費
や
給
食
費
の
無
償
化
等
の
保
護
者
負

担
軽
減
、
私
立
幼
稚
園
等
へ
の
弁
当
食
材

料
費
の
補
助
、
生
後
５
か
月
か
ら
１
１
か

月
の
ご
家
庭
を
訪
問
す
る
「
か
つ
し
か
ハ
ッ

ピ
ー
お
届
け
隊
」
事
業
の
開
始
、
産
後
ケ

ア
事
業
の
利
用
枠
拡
充
、
理
数
分
野
コ
ー

ス
を
新
設
し
た
「
か
つ
し
か
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
充
実
な
ど
の
取
り
組
み
。

　

福
祉
・
健
康
・
共
生
社
会
に
向
け
て
は
、

高
齢
者
の
「
聞
こ
え
」
を
支
え
る
補
聴
器

購
入
費
助
成
の
拡
充
と
耳
の
健
康
診
査
の

実
施
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
重
症
心
身

障
害
者
の
短
期
入
所
施
設
の
区
内
開
設
、

認
知
症
施
策
推
進
計
画
の
策
定
や
理
解
促

進
に
向
け
た
条
例
制
定
の
推
進
な
ど
の
取

り
組
み
。

　

誰
も
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
に
ぎ
わ
い
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
は
、
小
菅
西
公

園
、
水
元
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
整

備
、
金
町
・
新
小
岩
・
立
石
駅
周
辺
再
開

発
の
推
進
、
新
金
線
の
旅
客
化
に
向
け
た

新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
整
備
構
想
の
取
り

ま
と
め
、
デ
マ
ン
ド
交
通
「
か
つ
ラ
イ
ド
」

の
実
証
運
行
な
ど
の
取
り
組
み
。

　

私
た
ち
自
由
民
主
党
議
員
団
は
、
山
積

す
る
課
題
に
強
い
信
念
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
本
年
も
、
区
民
の
皆
さ
ま

の
ご
要
望
を
的
確
に
区
政
に
反
映
す
る
た

め
、
区
民
第
一
の
姿
勢
で
、
議
員
団
一
丸

と
な
っ
て
施
策
の
実
現
に
向
け
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
い
一
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

自
民
党
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶

ホームページもチェック！ 葛飾区議会 自由民主党議員団 j imin-katsushika.com
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　自由民主党議員団は葛飾区基本構想の内容に沿って『令和８年度葛飾
区予算案の編成に関する要望書』を提出いたしました。誰もが安心して
暮らせる葛飾の実現のために多角的な視点から要望をさせていただきま
したので、全331件のうち一部抜粋して掲載いたします。地域要望26件、
団体要望 89 件を含む要望書全文はＨＰをご確認ください。

お気軽にご意見をお寄せください！

■発行 : 葛飾区議会自由民主党議員団 ■発行責任者 : 筒井 たかひさ 
■電話：03-3695-1111 ( 葛飾区立石 5-13-1） ■ 編集長 :大森 ゆきこ　

■編集委員 :伊藤 よしのり　

いつまでもいきいきと幸せに暮らせる、
安全・安心なまちづくり　（全 68件）
● 防災・危機管理体制の強化
● 防災拠点の強化　● 防犯対策の強化
● 医療環境の充実　● 健康づくりの推進
● 地域包括ケアシステムの構築
● 障害者施策の推進

子どもが元気に育ち、誰もが生涯にわたって
成長し活躍できるまちづくり　（全 63件）

● 子育て支援の充実
● 妊娠期から成人するまでの期間の切れ目の
　ない支援体制の構築
● 児童相談所の円滑な運営
● 学校教育の充実
● 地域教育の充実

人や自然にやさしく、誰もが快適に
暮らせる美しいまちづくり　（全 49件）
● ユニバーサルサービスの推進　● 多文化共生社会の推進
● 環境施策の推進　● 公園、水辺環境の整備
● 「かわまちづくり支援制度」を活用した地域の賑わいの創出
● 都市基盤の整備と鉄道政策の推進

葛飾らしい文化や産業が輝く、
笑顔とにぎわいあふれるまちづくり　

● 地域力の向上　● 自治町会支援体制の構築　
● 自治町会との協働による自治町会の魅力向上策の展開
● 業のさらなる振興　● 地方創生事業の積極的な展開
● 地域に残る伝統ある祭り、行事、文化等への積極支援

区民サービスの向上・執行体制の強化
● 区施設の計画的・予防的な修繕の促進
● 区民との協働を一層推し進める環境整備
● 行政におけるＤＸ（デジタル・トランス
　フォーメーション）の一層の推進

（全 26件）

要望書全文
はこちら▼

要望

１
要望

４

要望

５

要望

６
要望

７

要望

２

要望

３

地域要望

● 認知症対策の強化
● 私立保育園保育料補助の改善　

団体要望（全 89件）

（全 29件）

　（全 7件）

令和 8 年度 葛飾区予算案の要望書を提出

誰もが安心して暮らせる葛飾の実現のために

● 新金線の整備推進
● 金町駅南北自由通路の拡幅や駅舎建替え、また北口駅
　  前広場を含めた金町駅周辺のトータルプランの早期実現
● 新宿みらい公園での野外音楽フェスティバルの開催

● 亀有周辺の観光バスの誘致と停車場の確保
● 亀有駅北口ロータリー歩道部分への屋根の設置
● 青戸平和公園の再整備・リニューアル

● 密集市街地整備・不燃化
　 事業の推進
● 堀切菖蒲園駅から青砥駅
 　までの連続立体化事業の実現 ● 柴又の重要文化的景観を活用した

　 シティセールス
● 高砂周辺地域のサイクル＆バスライドの拡充

● 新小岩駅南駅前広場の拡大と多角的な整備の推進
● プロスポーツや大型イベントを開催できるアリーナ、
　 スタジアムの建設

● 立石、四つ木地区へのキャプテン翼銅像の
　 更なる展開、資料館「翼ミュージアム」の設置
● 東立石緑地公園、奥戸船着場の効果的活用

小菅
お花茶屋
堀切

奥戸
新小岩

柴又
高砂

金町
新宿亀有

青戸

水元

立石
四つ木

● 新規バス路線設置を含めた水元地域の
     交通網の整備及び水害対策の強化
● 水元さくら堤事業の早期実現

地域要望ピックアップ
Pickup


